	単元名
　中世の日本
	
	内容のまとまり
Ｂ　近世までの日本とアジア
（2）中世の日本



１　単元の目標　
・中世の日本に大きな流れを、世界の歴史を背景に、時代の特色を踏まえて理解するとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
・中世の日本に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりに着目して多面的・多角的に考察したり、思考したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
・中世の日本に関わる諸事象について、そこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う。
２　単元の評価規準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・鎌倉幕府の成立，元寇（モンゴル帝国の襲来）などを基に，武士が台頭して主従の結び付きや武力を背景とした武家政権が成立し，その支配が広まったこと，元寇がユーラシアの変化の中で起こったことを理解している。
・南北朝の争乱と室町幕府，日明貿易，琉球の国際的な役割などを基に，武家政治の展開とともに，東アジア世界との密接な関わりが見られたことを理解している。
・農業など諸産業の発達，畿内を中心とした都市や農村における自治的な仕組みの成立，武士や民衆などの多様な文化の形成，応仁の乱後の社会的な変動などを基に，民衆の成長を背景とした社会や文化が生まれたことを理解している。
	[bookmark: _GoBack]・武士の政治への進出と展開，東アジアにおける交流，農業や商工業の発達などに着目して，事象を相互に関連付けるなどして，中世の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現している。
・中世の日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現している。
	・中世の日本について、見通しをもって学習に取り組もうとし、学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。
・学習を振り返るとともに、次の学習へのつながりを見いだそうとしている。


３　指導と評価の展開（○「評定に用いる評価」　●「学習改善につなげる評価」）
	
	学習活動
	評価の観点
	評価規準等

	
	
	知
	思
	態
	

	中項目の導入
	【ねらい】中世の日本について、見通しをもって学習に取り組もうとし、学習を振り返りながら課題を追究しようとしている。
中項目全体を貫く問い「中世社会はどのような勢力の成長や対立によって築かれ、変容していったのだろう。」
導入の課題　「教科書や資料集、小学校での学習経験やこれまでの学習を基に中世の日本を見通してみよう。」

	
	
	
	


	
	· 教科書等やこれまでの学習、小学校での学習を踏まえ、中項目全体を貫く問いについて考察し、ワークシートに記入する。
	
	
	●
	· 小学校での学習等などを基に、中項目全体を貫く問いに対する学習の見通しを立て、明らかにしようとしている。

	小単元
1
	【ねらい】鎌倉幕府の成立，元寇（モンゴル帝国の襲来）などを基に，武士が台頭して主従の結び付きや武力を背景とした武家政権が成立し，その支配が広まったこと，元寇がユーラシアの変化の中で起こったことを理解する。
小単元の学習課題「武士はどのように政権を立て、中世社会にどのような影響を及ぼし、変容したのだろう。」

	
	
	
	

	
	1 １次の課題「武士はどのように成長し、政治の実権をにぎったのだろうか。」について、資料を活用して考察し、話し合った結果を発表する。
2 ２次の課題「鎌倉時代の人々の暮らしや文化・宗教にはどのような特色があるのだろうか。」について、資料を活用して考察し、話し合った結果を発表する。
3 ３次の課題「モンゴル帝国の拡大によって、世界や日本はどのような影響を受けたのだろうか。」について、資料を活用して考察し、話し合った結果を発表する。
4 各次で学習した内容を踏まえて、小単元の学習課題「について、考察し、中項目全体を貫く問いの関わりを確認する。
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●
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●



●

○



	














●
	· 資料から情報を適切に読み取っている。
· 天皇や貴族の政治との違いに着目して、武家政権の成立の背景と推移について考察し、相互に結果を表現している。
· 資料から情報を適切に読み取っている。
· 中世の政治や文化・宗教の動向に着目して考察し、結果を表現している。

· 資料から情報を適切に読み取っている。
· 元寇の背景や国内に及ぼした影響に着目して考察し、結果を表現している。
· 武士の政治への進出と展開について着目して、小単元の学習課題について考察し、結果を表現している。
· 「武士の支配が広まったこと、元寇がユーラシアの変化の中で起こったこと」について説明している。
· 自己の学習を振り返り、調整しようとしている。

	小単元
2
	【ねらい】南北朝の争乱と室町幕府，日明貿易， 琉球の国際的な役割などを基に，武家政治の展開とともに，東アジア世界との密接な関わりが見られたことを理解する。
小単元の学習課題「室町幕府はどのように成立し、周辺の国とどのような関わりがあったのだろう。」

	
	
	
	

	
	1 １次の課題「鎌倉幕府が滅亡後、政治や社会、周辺の国々との関係はどのように変化したのか。」について、資料を活用して考察し、話し合った結果を発表する。
2 １次で学習した内容を踏まえて、小単元の学習課題について、考察し、中項目全体を貫く問いの関わりを確認する。
	●





○
	
●


○
	







●
	· 資料から情報を適切に読み取っている。
· 中世という枠組みで大きく時代を捉えて、武家政治の動きとその特徴や東アジアにおける交流に着目して考察し，結果を表現している。
· 東アジアにおける交流に着目して、小単元の学習課題について考察し、結果を表現している。
· 「武家政治の展開と東アジア世界との密接なかかわりが見られたこと」について説明している。
· 自己の学習を振り返り、調整しようとしている。

	小単元
３
	【ねらい】民衆の成長を背景とした社会や文化が生まれたことを理解する。
小単元の学習課題「室町時代の産業や人々の生活の様子、文化はどのような特色があったのだろう。」

	
	
	
	

	
	1 １次の課題「室町時代の人々によって、社会はどのように変化したのだろうか。」について、資料を活用して考察し、話し合った結果を発表する。
2 １次で学習した内容を踏まえて、小単元の学習課題について、考察し、中項目全体を貫く問いの関わりを確認する。
	●





○
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●
	· 資料から情報を適切に読み取っている。
· 諸産業の発達や自治的な仕組み、多様な文化の形成、応仁の乱後の社会的な変動に着目して考察し，結果を表現している。
· 農業や商工業の発達に着目して、小単元の学習課題について考察し、結果を表現している。
· 「民衆の成長を背景とした社会や文化が生まれたこと」について説明している。
· 自己の学習を振り返り、調整しようとしている。

	中項目のまとめ
	【ねらい】民衆の成長を背景とした社会や文化が生まれたことを理解する。
＜課題１＞「前の時代との共通点や相違点に着目して、中世社会の変化について自分の考えをまとめよう。」
＜課題２＞１）「作成したレポートと、単元のはじめに記した自分の『学習の見通し』を比べ、加わった点や新たに気付いた点などを振り返ってみよう。」
２）「中世の社会の変化の学習を振り返り、次の時代に大切になると思うキーワードをいくつか挙げて、その理由を示してみよう。」

	
	
	
	

	
	＜課題１＞について
· 前の時代と比較するなどして、中世社会の特徴的な変化を選び、まとめる。
＜課題２＞について
1)当初の自己の学習の見通しと比較し、新たに加わった点や理解が深まったと考えられる点についてまとめる。
2)次の時代につながると考えられる事柄を挙げて、その理由を説明する。
	
	○
	





○
	· 中世の社会の変化の様子について、政治の展開、産業の発達、社会の様子、文化の特色など他の時代との共通点や相違点に着目し、比較したり関連付けたりするなどして多面的・多角的に考察し、獲得した知識を活用して学習を振り返る中で、時代の特色を文章や図などでまとめている。
· 自身の学習の経緯について振り返り、学習の方法や留意点について学びを確認、調整しようとしているとともに、推移や変化、影響などに着目して、中世の社会の変化の様子から、近世につながる動きを挙げるなど、次の学習へのつながりを見いだそうとしている。



